
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市民一人あたりのごみ処理費用は￥750/年 

…尾崎市長が開催しているタウンミーティング『市長と

語ろう会』。２月１７日の清原市民センターを皮切りに

第３回タウンミーティングが開催されています。今回の

テーマは『東大和市の廃棄物減量施策について』です。 

…会の始めに市長からゴミ削減施策などについて語ら

れました。「現状の市の取り組みはチラシや標語、出前

講座などを実施するなど啓発活動が主なもの」「無駄な

ものは家に持ち込まない、分別をするなどのトータルな

取り組みがゴミの削減と捉えている」「資源ごみなどへ

の対応は当市だけではなく各地で進んでいるが、特に都

市部では生ゴミの処理については確立されていない。市

民団体が工夫をして削減に向けて頑張っているが、市全

体としては削減までには至っていない」などの話があ

り、生ゴミ対策についての市の方針が発表されました。 
 

■ 「もったいない。残さず食べよう」が方針？！ 

…資源ごみ（紙、布、缶など）についてのリサイクルは

進んでいるものの、これには費用が掛かります。そして

市長からはゴミ自体を減らすということの取組として

生ゴミの減量がポイントであることも説明されました。

そのための市の方針は「もったいない、残さず食べよう」

とのことで、生ゴミを出さない＝食べ残しを出さないた

めのインフラは整っている（食べる人はいる）と語られ、

それが市の生ゴミ削減の方針との話をされました。 

…確かに、食べ残しを出さないことはゴミ削減以外の面

でも大切なことですが、市の方針というには、疑問が残

ります。もちろん、食べ残しを出さないということを含

め、ゴミの削減のためには市民一人ひとりの意識が大き

なポイントになってくることは確かです。 

 

 
市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 
【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシ

ップを発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／

卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・

生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマ

ーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店

長となる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、

漠然とした不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出

会いに触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0003 東大和市狭山２－８６４－３－２０２   
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第３回タウンミーティング『市長と語ろう会』テーマは『東大和市の廃棄物減量施策について』 

東大和市のごみ処理には税金の１０％も使用（人件費除く） 
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…参加された市民の方からは、 

有料化が意識を高めるにはインパクトがあるという、積

極的な意見も出ました。食べ残しを出さないという抽象

的な市の方針は、具体性に欠け、市民の方の意見と比べ

心もとない印象というのは否めないと思います。 
 

■ ごみ処理の費用は税金の１０％を使用 

…東大和市のごみ処理にかかる費用は約１２億円（人件

費除く）。税金の約１０％を投入していることになり、

赤ちゃんからお年寄りまで全市民が年間７５０円を負

担していることになるとのことです。 

…東大和市では H２０年度から H２４年度の５年間を

計画期間として「通称：ゴミゼロプラン」を実施。今年

度が計画期間の最終年度となっています。処理目標の中

の市民一人あたりの総排出量８００g/日やリサイクル

率３５％以上などは達成していますが、最終処理分量の

2000t／年は約 105tオーバーしているのが現状です。 

…また、資源ごみの業者への販売で、市は約２０００万

円／年の収入を得ていますが、販売する前の手作業の手

間を考えると、ゴミを削減することが市の財政には一番

良いという説明もありました。 

…生ゴミ対策のためのコンポスターの無料配布も年に

数件しか応募がない現状からも、当市の現状において

は、やはり市民一人ひとりがゴミ削減への意識を高める

ことが基本だと感じました。しかし、大切な税金をもっ

と有意義なものに使用できるように、一人ひとりが意識

すると同時に、４月からは関係部署の体制を強化すると

いう市の具体的な取り組みも、今後の鍵になると感じま

した。他市の取組なども参考に、新たな取組を実現させ

て行かなければと思いました。 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１２年２月１９日 

№33 

 


